
～ 現在 氏名 　西　山　要　一

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【学内活動】（学内職歴を含む・主要なもの）

(1)については26年間 (2)については17年間 (3)については14年間研究を継続していて、毎年新
しい資料を集積している。(4)については2002年よりレバノンに赴き研究を継続している。その
他、文化財の科学分析、科学的保存処理等を行い、さまざまな研究開発も行なっている。

研究課題(1)～(3)については、学生も参画し実施している。その他、授業・実習以外にも文化財
の材質分析、科学的保存処理、文化財の現地見学等、の機会を設けて学生とともに学び、研究し
ている。

文化財分析機器の新設・充実に伴い、学生を対象にこれら機器利用の講習会を開催、オープン
キャンパスでの公開・デモンストレーシヨンを行い、学内・学外(一般)に呼びかけた研究会を開
催し、文化財研究・保存科学研究・文化財保存の普及につとめている。

　【社会的活動】（主要なもの）

大阪府阪南市文化財審議会委員(委員長)、大阪府吹田市文化財審議会委員、大阪府環境審査会委
員に就任しているほか、教育委員会や民間団体の主催する文化講演会の講師も務めている。

専門分野

所属学会

研究課題

         平成14～16年度　　教 育 研 究 業 績 書

取得学位

1985年奈良大学在職期間

最終学歴

日本文化財科学会、文化財保存修復学会、International Institute for
Conservation of Artistic Works(I.I.C.)　等
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①

②

③

① 館外の文化財環境 単

② シエナ　中世の息
づく町

単

③ 世界遺産奈良の大
気環境

単

京都造形芸術大学『保存科
学入門』

奈良大学『世界遺産と都
市』、風媒社

『乱声1号』

平成14年4月

平成14年6月

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称著書､学術論文等の名称

（学術論文）

平成14年6月

（著書）

野外に置かれている文化財
の環境について論じた。特
に、近年、文化財の損傷の
原因となっている大気汚染
について、ヨーロッパ・ア
ジア各地の文化財被害例を
概観し、さらに奈良におけ
る大気汚染観測データから
見た文化財被害との因果関
係を明らかにし、さらに樹
木林の大気汚染防除効果の
利用、大気汚染源の規制な
どによる文化財保存環境形
成について提示した。掲載
頁P70～P80

世界遺産「イタリア・シエ
ナ歴史地区」の歴史と現状
を紹介し、中世に形成され
た町の形態を保持しつつ、
今も、手工業、商業文化・
芸術などの諸活動が盛んな
活気ある町として発展して
いる理由を探った。掲載頁
P71～P80

世界遺産「古都奈良の文化
財」の先人たちの保護の努
力と、現在の大気汚染によ
る文化財の損傷被害、これ
からの保護対策の必要性に
ついて述べた。掲載頁P28～
P31



④ 出土銭貨の科学的
保存処理と科学調
査

単

⑤ 流廃寺跡出土鉄剣
と古代・中世の象
嵌銘文大刀

単

⑥ 屋外文化財の環境 単

平成15年2月 出土銭貨研究会『出土銭貨
第18号』

朝倉書店『文化財科学の事
典』

平成15年3月

平成15年6月

棚倉町教育委員会『流廃寺
跡金銀象嵌鉄剣科学調査報
告書』

明日香村・飛鳥坐神社出土
の江戸時代の銭貨・寛永通
宝のＸ線透過写真撮影と蛍
光Ｘ線分析による組成成分
分析によって鋳造技術や銅
合金材料の差が明らかにな
り、銭貨の大きさや文字・
文様の違いによる分類に加
えて化学分析データをも検
討することによって、銭貨
鋳造と流通の実体解明に寄
与できることを述べた。掲
載頁P86～P95

福島県・棚倉町の流廃寺か
ら発見された金銀象嵌鉄剣
について、日本の銘文大刀
の諸例の刀剣の製作技術・
象嵌技法・象嵌線の組成成
分・銘文・模様などの比
較・検討によって、流廃寺
鉄剣は不動明王が持つ避災
安寧を願う剣であることを
推定した。掲載頁P46～P67

屋外に置かれている文化財
の環境、とりわけ大気汚染
による損傷被害を受けてい
る文化財の実態を、イタリ
ア・ギリシャ・ドイツなど
のヨーロッパ、中国・韓
国・日本などのアジアの例
を述べ、さらに日本の文化
財被害を述べた。大気汚染
と文化財被害の因果関係
を、奈良における大気汚染
観測データと文化財被害の
実態によって考察し、さら
に文化財を大気汚染からま
もる方法としての樹木林や
木製箱などの利用や大気汚
染源の削減について提唱し
た。掲載頁P204～P211



⑦ 中・近世金属工芸
品の製作技法と組
成成分分析

単

⑧ レバノン共和国
ティール遺跡の学
術調査2004

単

①

②

③

④

⑤

平成16年5月

平成17年3月

京都国立博物館『学叢26
号』

日本西アジア考古学会『平
成16年度 今よみがえる古
代オリエント』

レバノン・ティール郊外地
下墓の修復の2004年度調査
の概要報告P76～P82

馬具・飾金具・化粧道具・
武具などの中・近世の金属
工芸品の蛍光X線分析による
組成成分分析を行い、それ
らの製作技法を解明した。
特に、多くの金属製品化が
表面観察で推測していた金
属素材ではなく別の金属素
材であることが判明し、科
学的分析調査の必要性が再
確認された。掲載頁;P29～
P59、執筆分担;P37～P52、
執筆者;西山要一・久保智康

（その他）


